
（届出日：令和２年８月２０日　開始日：令和２年８月２１日） リコール番号4797

◍ ＵＤトラックス株式会社が製作している大型トラックが対象です。

◍ 型式、車台番号の範囲、製作期間、対象台数は次の通りです。

＜ご注意＞

・対象車両

・対象車両の製作期間はご購入の時期とは異なります。

【お問い合わせ先】

ＵＤトラックス株式会社　お客様相談室

〒３６２－８５２３　埼玉県上尾市大字壱丁目１番地

フリーダイヤル　０１２０－６７－２３０１

オープン時間　　月曜日～金曜日 ９：００～１２：００、１３：００～１７：００

 但し、会社休業日を除きます。

令和２年８月２０日、ＵＤトラックス株式会社が下記のリコールを国土交通省に届出しました。
対象車両をご愛用のお客様には、大変ご迷惑をおかけしまして誠に申し訳ございませんが、ご愛用車の措置につきま
しては、販売会社よりご連絡・ご相談をさせていただきますので、点検・修理（無料）をお受けいただきますよう、
よろしくお願い申し上げます。
対象車両をご愛用のお客様には大変ご迷惑をおかけいたしましたことを、心よりお詫び申し上げます。

　本届出は、令和２年５月1９日付け届出番号「４７４６①」にてリコール届出を行ったものであるが、
　新たな原因が判明したため、対象を拡大し届出するものであります。

緩衝装置（Ｖロッド）のリコールについて

３．対象車両

２．改善の内容

１．不具合の状況

重ね板ばね式緩衝装置付大型トラックのＶロッドにおいて、製造工程が不適切なため、センタージョイント部ボールスリーブと
フランジとの嵌合が不十分なものがあります。そのため、段差乗り越えなどの大きな変動等を繰り返し受けると、フランジを
固定するボルトの締結力が低下し、センタージョイントのハウジングが破損して、最悪の場合、走行安定性が損なわれるお
それがあります。

全車両、Ｖロッドを対策品に交換します。

車　名 型　　式 通 称 名 備 考

JNCMB02C3KU044969 ～ JNCMBN0C5LU047258

令和元年07月10日 ～ 令和元年10月04日

JNCMB02CXKU044998 ～ JNCMB02C6LU047236

令和元年07月10日 ～ 令和元年09月27日

JNCMBM0G2KU046225 ～ JNCMBM0G2KU046371

令和元年08月30日 ～ 令和元年09月09日

JNCMB02G8KU045084 ～ JNCMBP0G3LU047175

令和元年07月10日 ～ 令和元年10月01日

JNCMBM0D1KU045184 ～ JNCMBM0D9LU046682

令和元年07月15日 ～ 令和元年09月10日

JNCMB02D0KU044405 ～ JNCMBP0D3LU047201

令和元年07月09日 ～ 令和元年09月26日

JNCMB02D3KU044852 ～ JNCMB02D8LU047229

令和元年07月10日 ～ 令和元年10月01日

JNCMB02D2KU045118 ～ JNCMBP0D7LU047153

令和元年07月15日 ～ 令和元年09月25日

JNCMB02D8KU045480 ～ JNCMB02D8KU046497

令和元年07月25日 ～ 令和元年09月05日

令和元年7月9日 ～ 令和元年10月4日

2PG-CD5BL
2PG-CD5BL改

22

リコール対象車の車台番号の
範囲及び製作期間

リコール対象
車の台数

ＵＤ
トラックス

2PG-CD5AL 「クオン」 1
JNCMBN0C2KU046163

令和元年08月26日

2PG-CG5BL 1

2PG-CG5CL 28

JNCMB02G2KU046280

令和元年08月30日

2PG-CD5CL 30

2PG-CG4CA
2PG-CG4CA改

4

（計11型式) (  1 車種)
(製作期間の全体の範囲) 

(計323台)

2PG-CX5BL 8

2PG-CW4AL 16

2PG-CW5AL 115

2PG-CW5BL 65

2PG-CW5CL 33

https://www.udtrucks.com/japan/-/media/Files/Japan/recall-details/2020/20200820_recalls_4797


改善措置の内容

注 ：       は交換する部品を示す。

識別　：改善済車両には助手席側ステップ部の車両諸元プレート右上端に黒色ペイントを塗布する。。

【センタージョイント】

改善箇所説明図 

　全車両、Ｖロッドを対策品に交換する。

重ね板ばね式緩衝装置付大型トラックのＶロッドにおいて、製造工程が不適切なため、センタージョイン
ト部ボールスリーブとフランジとの嵌合が不十分なものがある。そのため、段差乗り越えなどの大きな変動
等を繰り返し受けると、フランジを固定するボルトの締結力が低下し、センタージョイントのハウジングが破
損して、最悪の場合、走行安定性が損なわれるおそれがある。

基準不適合発生箇所

Vロッド
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